
具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１５

川上ダム河川名貯水池規模の見直し並びに貯水池運用
の変更に伴う生物環境等の調査・検討

事業名

●位置図

●現状の課題

　貯水池の規模・運用の変更に伴い、生物
への影響等の既往の調査検討結果につい
て、補足・追加が必要となる場合がある。

●具体的な調査検討内容

・貯水池周辺についての生物環境へ
の影響

●調査検討の方針

・貯水池規模の変更によって必要となる調
査・検討を実施する。

・貯水池運用の変更によって必要となる調
査検討（貯水池、下流河川）を実施する。

7行目行p.71ページ５．７．２章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

地先三重県 青山町市町村府　県 阿保、羽根

●スケジュール 調査・検討
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川上ダム
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１５

●川上ダム周辺で生息・生育を確認した動植物の種類

　　

川上ダム周辺で生息・生育を確認した動植物の種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●環境調査実施状況

環境調査実施状況（昭和６２年度～平成１４年度）

　

調査により数多くの動植物を確認している。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１５

●保全対策の検討

　　　貯水池の規模・運用の変更によって、補足・追加調査が必要となる調査検討を実施し、　
　　適切な保全対策の検討を行う。

　　
川上ダムで実施検討している保全対策

（水質保全対策は別シートに記載）
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１５

●今後の調査・検討内容

１．貯水池の規模・運用の変更によって必要となる調査検討を実施する。

　　　貯水池の規模・運用の変更によって、既往の調査検討結果において、補足・追加が必要
　　となるものについて、調査検討を実施する。

　

　　・貯水池周辺についての環境への影響
　　　　　　　　動植物等の調査

２．河川生態系の保全（魚類等の遡上・降下の調査検討）

　　　河川生態系の保全を行うために、魚類の遡上・降下状況を把握し、ダム運用による影響
　　を把握することが必要である。次の項目について調査検討を実施する。

　　・魚類の遡上・降下状況の把握及び
　　　現状での遡上・降下の阻害要因の把握

　　・対象魚種の選定
　　　（移動時期、移動性、移動目的）

　　・ダムによる遡上・降下への影響予測

　　・魚類の遡上・降下対策の必要性及び
　　　保全対策の検討

●具体的な保全対策内容（上位性）

（１）オオタカの保全対策
　　事業予定地周辺に生息するオオタカについては、繁殖活動への影響が考えられたため、

　　以下の保全対策を実施している。

・付替県道ルートの見直し

　 ・発生土受入地の位置の見直し

・繁殖期における立木の伐採制限

（２）オオサンショウウオの保全対策

　　河川においてオオサンショウウオの生息環境の改善を行い、移転を実施する。
　　＜イメージ図＞

　　　　　

H15 H16 H17

H15 H16 H17
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１６

川上ダム河川名貯水池規模の見直し並びに貯水池運用
の変更に伴う水質への影響の調査・検討

事業名

●位置図

貯水池規模の見直し並びに貯水池運用
の変更に伴う水質への影響の調査・検討

●現状の課題

貯水池の規模、運用の変更に伴い、貯水池
および下流前深瀬川・木津川の水質への
影響等の既往の調査検討結果について、
補足・追加が必要となる場合がある。

●具体的な調査検討内容

　・貯水池の水質予測

　・放流水の水質予測

地先三重県 青山町市町村府　県 阿保、羽根

●調査検討の方針

・貯水池規模の変更によって必要となる調
査検討を実施する。

・貯水池運用の変更によって必要となる調
査検討（貯水池・下流河川）を実施する。

7行目行p.71ページ５．７．２章項目説明資料（第2稿）での記載箇所
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●水質シミュレーション結果の例

　　表層取水による従来の規模・運用での水質シミュレーション結果（１９９４）

　　　　　

　新しい貯水池規模・運用に対する調査検討を行っていく。

ダム－１６

①水温

②浮遊物質量（SS）

③総窒素（T-N）

④総リン（T-P）

　　　　　　　ダムなし
　　　　　　　ダムあり

　　　　　　　ダムなし
　　　　　　　ダムあり

　　　　　　　ダムなし
　　　　　　　ダムあり

　　　　　　　ダムなし
　　　　　　　ダムあり
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１６

●保全対策の検討

　貯水池規模及び貯水池運用の変更によって、補足・追加が必要となる調査検討を実施し、

適切な保全対策の検討を行う。

川上ダムで実施・検討している水質保全対策

水質保全対策（深層曝気施設）の例

　深層で曝気設備の運用により溶存酸素の減少を防止する

　

深層曝気設備のイメージ図

深層曝気設備（設置前）
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

ダム－１６

●今後の調査・検討内容

１．貯水池規模の変更によって必要となる調査検討を実施する。

　　　貯水池規模の変更によって、既往の調査検討結果において、補足・追加が必要となるも
　　のについて、調査検討を実施する。

　

　　・貯水池の水質予測

　　・放流水の水質予測

２．貯水池運用の変更によって必要となる調査検討を実施する。

　　貯水池

　　貯水池運用の変更によって、既往の調査検討結果において、補足・追加が必要となるも　
　のについて、調査検討を実施する。

　　・貯水池の水質予測

　　・放流水の水質予測

水質保全対策（選択取水設備・汚濁等防止フェンス）の例

　　　選択取水設備と汚濁等防止フェンスを設置することにより表層への栄養塩の供給を軽　
　　減し、藻類の発生を抑制する。

　　　また、選択取水設備の運用により下流への冷水放流を防止する。

H15 H16 H17

H15 H16 H17

汚濁等防止フェンス
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